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講義内容について
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本講義では、即時OA義務化の

対象となっている学術雑誌論文

に関する業務フローについて取

り上げ、各フローで想定される

作業について確認し、実践でき

る作業については、実際に行っ

ていただきます。

適宜休憩をはさみながら行って

いきます。

ⅰ. 発行・出版状況の確認

ⅱ. ポリシーチェックと著者版原稿依頼 実習あり

ⅲ.
登録依頼および本文データの受領・
本文データの確認

実習あり

ⅳ.
メタデータおよび本文データの
機関リポジトリへの登録

実習あり

ⅴ. システム連携による登録データの送信 実習あり

ⅵ. アイテムの修正や削除



学術雑誌論文の登録業務のフロー
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学術雑誌論文の登録業務のフロー
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i. 発行・出版状況の確認

• Web of Science・SCOPUS・自学の研究者成果物DBなどの文献情報データベースから

自学研究者執筆の論文を抽出し、リポジトリ未登録分の論文がないか確認する。

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼

• 未登録分について、出版社のポリシーで著者版が登録できるものがあれば、

著者最終稿の提供依頼メールを研究者に送付する

iii. 登録依頼および原稿ファイルの受領・本文データの確認

• 提供依頼メールを受けて登録に許諾した研究者から著者版原稿を受領する

• 原稿の版の再確認と確認依頼

• PDF編集（カバーページの作成・PDF化処理・OCR処理など）→おまけで紹介



学術雑誌論文の登録業務のフロー
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iv. メタデータおよび原稿ファイルの機関リポジトリへの登録

• 書誌情報の入力

このとき、出版元のサイトでポリシーの再確認し、

権利情報として必ず載せなければいけない情報はないかを再確認する

• PDFの登録

v. システム連携による登録データの送信

• ハーベスト処理結果の確認

vi. アイテムの修正や削除

• ハーベスト処理結果を受けて修正や削除が必要であれば



i. 発行・出版状況の確認
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ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（ ）



i. 発行・出版状況の確認（Web of Scienceからの論文データの抽出）
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【参考】

Web of Scienceから2024年12月出版の自学所属の著者執筆の論文を抽出する方法

【抽出手順】

① Web of Scienceの詳細検索にアクセス
https://www.webofscience.com/wos/woscc/advanced-search

② クエリプレビューに用語を追加よりAND検索で次の２つを追加
→ドキュメントタイプ→Article 

著者所属 – 拡張→University of Tsukuba（ここは自身の大学英名を入力）

③ 日付範囲の追加から出版日カスタムを選択し、 1か月分の範囲を指定
→2024-12-01 – 2024-12-31

④ 検索をクリック

https://www.webofscience.com/wos/woscc/advanced-search


8

【抽出手順】

⑤ エクスポートからExcelを選択

⑥ レコードオプションから、レコード : 1-xxxを選択

⑦ レコードコンテンツ→編集を選択し、
引用文献と用途列以外の項目すべてに
チェックを入れ、選択を保存する

⑧ エクスポートをクリックし、ファイルが
ダウンロードできたら開いて論文情報を
確認する

i. 発行・出版状況の確認（Web of Scienceからの論文データの抽出）
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【手順】

① フィルター設定と1行目を折り返して表示させる

② BO列「Open Access Designations」で、goldを除外※

③ AC列「Funding Orgs」で、空欄を除外※
※GoldOA論文や助成を受けていない論文は義務化対象外のため

④ Y列に「連絡著者」、Z列に「連絡著者のアドレス」が記載されているので、
自学所属の研究者かを確認し、自学所属の研究者でない場合は除外

⑤ DOIやタイトルなどを活用しリポジトリ未登録論文を抽出

⑥ 著作権ポリシーツールなどを使用して著者最終稿（AM）が登録できるか確認

⑦ 連絡著者に著者最終稿を依頼

・Open policy finder（旧SHERPA/RoMEO） https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/

・日本の学協会の著作権ポリシー確認ツール（SCPJ） https://app.lib.shimane-u.ac.jp/policy_checker/scpj.php

・metadata_fetcher_by_DOI（国際農研林さん作） https://github.com/tzhaya/metadata_fetcher_by_DOI

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（ポリシーチェック Web of Scieence版）

著作権ポリシーツール

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/
https://app.lib.shimane-u.ac.jp/policy_checker/scpj.php
https://github.com/tzhaya/metadata_fetcher_by_DOI


i. 発行・出版状況の確認（SCOPUSからの論文データの抽出）
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【参考】

SCOPUSから2024年出版の自学所属の著者執筆の論文を抽出する方法

【抽出手順】

① SCOPUSの検索画面にアクセス
https://www.scopus.com/

② 検索項目で「著者所属機関名」を選択して機関名を入力
→「University of Miyazaki」（ここは自身の大学英名を入力）

③ 「対象期間を追加」をクリックして、開始年と終了年を選択
→開始年「2024」、終了年「 2024」

④ 検索をクリック

⑤ 文献タイプの「article」を指定して絞り込み

https://www.scopus.com/
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【抽出手順】

⑥ 文献を選択
※「すべて」をチェックすると、全ての文献を選択す
ることができる

⑦ エクスポートからCSVを選択

⑧ エクスポートする情報を選択
※目録情報のうち、「連絡先住所」を選択すると、著
者のメールアドレスを出力することができる

⑨ エクスポートをクリックし、ファイルが
ダウンロードできたら開いて論文情報を
確認する

※Excelで開いて「連絡先住所」の項目を対象に
「*email: 」を空白に置換すると、メールアドレスのみに
することができる（ただし、メールアドレスが複数含まれ
る場合は、最後のメールアドレスのみとなる）

i. 発行・出版状況の確認（SCOPUSからの論文データの抽出）
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【手順】

① フィルター設定と1行目を折り返して表示させる

② AR列「Open Access」で、All Open Access; Gold Open Accessを除外※

③ Y列「助成金情報」で、空欄を除外※
※GoldOA論文や助成を受けていない論文は義務化対象外のため

④ AB列「連絡先住所」に「連絡著者」と「連絡著者のアドレス」が記載されているので、
自学所属の研究者かを確認し、自学所属の研究者でない場合は除外

⑤ DOIやタイトルなどを活用しリポジトリ未登録論文を抽出

⑥ 著作権ポリシーツールなどを使用して著者最終稿（AM）が登録できるか確認

⑦ 連絡著者に著者最終稿を依頼

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（ポリシーチェック SCOPUS版）

・Open policy finder（旧SHERPA/RoMEO） https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/

・日本の学協会の著作権ポリシー確認ツール（SCPJ） https://app.lib.shimane-u.ac.jp/policy_checker/scpj.php

・metadata_fetcher_by_DOI（国際農研林さん作） https://github.com/tzhaya/metadata_fetcher_by_DOI

著作権ポリシーツール

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/
https://app.lib.shimane-u.ac.jp/policy_checker/scpj.php
https://github.com/tzhaya/metadata_fetcher_by_DOI


i. 発行・出版状況の確認（その他文献情報データベース）

13

・Lens.org
https://www.lens.org/lens/search/scholar/structured

・CiNii
https://cir.nii.ac.jp/articles

→著者所属や連絡先情報をDBが持っていないので、著者同定には一工夫必要
例）DOIをキーにUnpaywall APIで論文情報を追加取得するなど

現在、国際農研林さん作の「metadata_fetcher_by_DOI」を林さんから引き継ぎ、
OA加速化事業により筑波大学で改良版を開発中、今年度中にGitHubで公開予定

https://www.lens.org/lens/search/scholar/structured
https://cir.nii.ac.jp/articles


i. 発行・出版状況の確認（その他文献情報データベース）
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・KAKEN DB
https://kaken.nii.ac.jp/ja/

成果報告書データで更新されるのは年1回（1月中旬～当該年度中）
https://support.nii.ac.jp/ja/kaken/about/datatype

→翌年度始めに抽出作業をすることで、
即時OA対象の論文の登録漏れがないかのチェックには使えそう

・NII OAアシスト機能（開発中）
https://rcos.nii.ac.jp/service/oaps/

→現在先行利用機関による検証が一旦終了し、
本運用に向けて改修中とのことです

https://kaken.nii.ac.jp/ja/
https://support.nii.ac.jp/ja/kaken/about/datatype
https://rcos.nii.ac.jp/service/oaps/
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ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼

ポリシーチェック編



ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（ポリシーチェック）

著作権法とポリシーチェック

• 従来の図書館活動と著作権との係わり
– たとえば、著作権法第三十一条

– 図書館等における複製

– 利用者へ一部を１部、保存、図書館間

• 機関リポジトリ
– セルフ・アーカイビング＝著者による権利行使

– 機関リポジトリ（図書館）はプラットフォーム

– 著作権の所在（通常、出版社）は問題ではない。
相手にするのは著作権譲渡契約の内容

16

平成18年度学術ポータル担当者研修
機関リポジトリと著作権 杉田茂樹・堀越邦恵（北海道大学附属図書館）
https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/2020-03/txt9_4.pdf

https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/2020-03/txt9_4.pdf


• 自分 ＝ 論文著者 で、
自分にはどんな権限があるのか、という立場・観点で探すこと
• 出版社トップページの「Terms & Condition」や「Copyright」は、閲覧者・

購読機関向けの情報

• 個々のジャーナルの「Guide for Authors」とか「Submission」の類を見る。
Copyright Transfer Formがダウンロードできることが多い

• 刊行誌全体に共通する「Author Rights」とか「Open Access Policy」
「Self-archiving policy」とかを掲げている出版社も多い

【用語】
• AO （Author’s Original いわゆる投稿原稿）

• AM （Accepted Manuscript いわゆる著者最終稿）

• VoR（Version of Record いわゆる出版社版）

• Embargo（公開抑止期間）
※出版社によって呼び方が若干異なることもあります

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（ポリシーチェック）

AO
AM

VoR

17



• 機関リポジトリへの論文登録は著者が主体的意志で行うこと

〇 著者が図書館へ登録を申請する、申し込む（申請書、申込書）

× 図書館が著者の許諾を得て登録する（許諾書）

（著者は著作権者ではないため、機関リポジトリでの論文公開を

「許諾」することはそもそもできない）

• 出版社にポリシーを尋ねる際も、

• 著者が公開を希望していることが大前提

「図書館です。著者の許諾を得ました。公開したいです」ではだめ

• 図書館は代理で問い合わせしているだけ

• 共著者の合意？

• 必要かどうかはこれも著作権譲渡契約の内容次第。「共著者全員の合意がなければ

セルフアーカイブしてはならない」という場合は共著者全員の合意が必要になる

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（ポリシーチェック）

18
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著作権ポリシーツール

• Open policy finder（旧SHERPA/RoMEO）
https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/

• 日本の学協会の著作権ポリシー確認ツール（SCPJ）
https://app.lib.shimane-u.ac.jp/policy_checker/scpj.php

• metadata_fetcher_by_DOI（国際農研林さん作）
https://github.com/tzhaya/metadata_fetcher_by_DOI

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（ポリシーチェック）

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/
https://app.lib.shimane-u.ac.jp/policy_checker/scpj.php
https://github.com/tzhaya/metadata_fetcher_by_DOI


【実践】

次の論文についてどのような権利があるかを調べてみましょう。

①https://doi.org/10.1111/j.1356-9597.2004.00753.x

②https://doi.org/10.1103/PhysRevLett.77.1958

③https://doi.org/10.1299/mej.24-00262

④https://doi.org/10.2964/jsik_2016_001

⑤https://doi.org/10.1016/j.orl.2022.05.004

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（ポリシーチェック）

20

https://doi.org/10.1111/j.1356-9597.2004.00753.x
https://doi.org/10.1103/PhysRevLett.77.1958
https://doi.org/10.1299/mej.24-00262
https://doi.org/10.2964/jsik_2016_001
https://doi.org/10.1016/j.orl.2022.05.004
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ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼

著者版原稿依頼編



• 一括送信機能を活用しましょう

Outlookを使っている場合

→Wordの「差し込み機能」を使って送信する

Thunderbirdを使っている場合

→拡張機能で「Mail Merge」を追加し、送信する

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（著者版原稿依頼）

27



Outlookの例

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（著者版原稿依頼）

① 宛先の名前とメールアドレスが入ったExcelを
用意

② Wordにて文章を作成（例→）
③ Wordの「差し込み文章」＞「差し込み印刷の

開始」を選択
④ 「電子メールメッセージ（E）」を選択
⑤ 「宛先の選択」＞「既存のリストを使用」＞

対象のExcelを選択
⑥ 結果のプレビューで出力状況を確認
⑦ 「完了と差し込み」＞「電子メールメッセー

ジの送信」を選択
⑧ 宛先のメールアドレスの列に

「mail_address」を指定し、件名を入力
⑨ メール形式は「HTML」として送信

28



Thunderbirdの例

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（著者版原稿依頼）

① 宛先の名前とメールアドレスが入ったExcelを
用意

② Thunderbirdにてメールを作成（例→）

③ 宛先に{{mail address}}と入力
④ 件名に「査読済みの著者原稿ご提供のお願い

（{{連絡著者}} 様）」などと入力
⑤ 「Mail Merge」を選択
⑥ 「Source」＞「XLSX」＞対象のExcelを選択
⑦ 「Deliver Mode」で「Send Later」または

「Send As Draft」を選択
⑧ 「Send」を選択
（ 「Send Later」を選択した場合）
⑨ 送信トレイに出力されたメールを確認し、

問題なければ、「未送信メッセージを送信」
※修正は不可のため、誤りがあれば削除する

（ 「Send As Draft」を選択した場合）
⑨ 下書きに出力されたメールを確認し、

誤りがあれば適宜修正して送信する
※1件ずつ確認＞編集＞送信する必要がある 29



Gmailの例

ii. ポリシーチェックと著者版原稿依頼（著者版原稿依頼）

メールへの差し込みは、対象となる Google Workspace プランを利用しているアカウントのみ
以下の Google Workspace プランが対象

• Workspace Individual
• Business Standard
• Business Plus
• Enterprise Standard
• Enterprise Plus
• Education Standard
• Education Plus

Gmailヘルプ
メールへの差し込み機能を使用してカスタマイズしたメールを送信する
https://support.google.com/mail/answer/12921167?hl=ja

30
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iii. 登録依頼および原稿ファイルの受領・本文データの確認



iii.登録依頼および原稿ファイルの受領・本文データの確認(原稿の版の再確認)

【実践】

次の原稿の版は何でしょう？（AO？AM？VoR？）

①https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/7875/files/GC_9-7.pdf

②https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/2012089/files/PRL_77-10.pdf

③https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/2013924/files/MEJ_11-6-24-00262.pdf

④https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/37472/files/JSIK_26-1.pdf

⑤https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/2004132/files/ORL_50-4-407.pdf

32

https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/7875/files/GC_9-7.pdf
https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/2012089/files/PRL_77-10.pdf
https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/2013924/files/MEJ_11-6-24-00262.pdf
https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/37472/files/JSIK_26-1.pdf
https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/2004132/files/ORL_50-4-407.pdf


iii.登録依頼および原稿ファイルの受領・本文データの確認(確認依頼)

【質問】どういったときに確認依頼が必要でしょうか

34
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iv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録

メタデータの確認編



Hongyu Lin, Kazunori Sasaki, Farhana Ferdousi, and Hiroko Isoda
ACS Chemical Neuroscience 2024 15 (20), 3713-3723
DOI: 10.1021/acschemneuro.4c00329

iv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録（メタデータの確認）
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iv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録（メタデータの確認）

1ページ目上半分
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iv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録（メタデータの確認）

1ページ目下半分
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その改訂が２０２４．８．１４
に受理され、
2024.9.30に出版した

この論文の
キーワード

１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものかiv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録（メタデータの確認）

1ページ目下半分

出版社のロゴ
このPDFが出版社版であ

る証拠でもある

この論文の
コピーライト

「The Autors.」となって
いるので著者が著作権を
持っていることになる
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iv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録（メタデータの確認）

9ページ目右下半分と
10ページ目左上半分
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照会等の窓口と
なる著者の詳細

Corresponding 
Authorの情報

著者の詳細
この例では、

Corresponding 
Author以外の3人の著者
の所属が記載されている

著者を表す記号
「ORCID」

この例は責任著者の
磯田博子先生のもの

１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものかiv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録（メタデータの確認）

9ページ目右半分と
10ページ目左半分

この論文の謝辞
助成情報などが載っている
Fundingとして別項目に
なっていることもある

この論文では科学技術振興
機構（JST）の助成を受けて

いることがわかる
https://projectdb.jst.go.jp/grant/
JST-PROJECT-20354454/
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iv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録（メタデータの確認）

最終ページ
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【実践】

次の論文の書誌データを確認してみましょう
①https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/7875/files/GC_9-7.pdf

②https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/2013924/files/MEJ_11-6-24-00262.pdf

③https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/37472/files/JSIK_26-1.pdf

iv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録（メタデータの確認）

45

確認する書誌情報
・タイトル
・責任著者
・雑誌名
・巻号ページ
・発行日
・ISSN
・DOI
・権利情報
・助成情報
・出版社名

https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/7875/files/GC_9-7.pdf
https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/2013924/files/MEJ_11-6-24-00262.pdf
https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/37472/files/JSIK_26-1.pdf
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iv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録

メタデータおよび本文データの登録編



【実習】

JPCOARスキーマを確認してみましょう。
https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema

次のような場合どの項目にどのように登録すべきでしょう？

①同一人物の著者名を複数言語で登録したい

②科研費の情報を登録したい

③エンバーゴ期間を設定したい

④出版社が付与しているDOIを表示したい

⑤本文データを登録したい

iv. メタデータおよび本文データの機関リポジトリへの登録（メタデータの登録）

53

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema
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v. システム連携による登録データの送信

OAI-PMHの確認編



v. システム連携による登録データの送信（OAI-PMHの確認）

【誤解】

リポジトリで表示されている情報がそのまま流通する

【事実】

IRDBにハーベストされる段階で
JPCOARスキーマやjunii2に

変換される
マッピングしていない項目は
そもそもハーベストされない

学術機関リポジトリデータベース（IRDB）サポート
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja

各サービスが必要なデータ
だけ収集している

62

https://support.irdb.nii.ac.jp/


v. システム連携による登録データの送信（OAI-PMHの確認）

マッピングしている情報は
OAI-PMHで確認できる
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v. システム連携による登録データの送信（OAI-PMHの確認）
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v. システム連携による登録データの送信（OAI-PMHの確認）

アイテムの最終更新日
ここの日付が、前回の定時ハーベストと
次回の定時ハーベストの間でないと
ハーベスト対象になりません タイトル

著者

アクセス権
権利情報

キーワード

抄録
内容記述

65

oai ID
IRDBでの検索
の際に使えます



v. システム連携による登録データの送信（OAI-PMHの確認）
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v. システム連携による登録データの送信（OAI-PMHの確認）

謝辞・助成情報
内容記述

出版社

発行日

言語

資源タイプ
出版タイプ

ファイル情報
本文URL

ファイル情報
フォーマット

ファイル情報
日付

書誌情報

識別子

関連情報
識別子

助成情報

収録物
識別子

ファイル情報
ファイルサイズ
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v. システム連携による登録データの送信（OAI-PMHの確認）

つくばリポジトリでは
「著者情報」の項目は

マッピングを行っていないので
OAI-PMHでは出力されません

＝ハーベストされない
68



v. システム連携による登録データの送信（OAI-PMHの確認）

【実習】

WEKO3利用機関のリポジトリでOAI-PMHに出力されていない
メタデータ項目はあるか確認してみましょう

・JPCOAR会員機関一覧
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1oNjykAjC2uvTV0KdUHflOwOq0
Y7tMSqc10GivORNFMc/edit?usp=sharing

・WEKO3先行移行機関一覧
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/record/605/files/%E5%85%88%E8%A1%8C%E7
%A7%BB%E8%A1%8C_%E5%AF%BE%E8%B1%A1%E6%A9%9F%E9%96%A2
%E4%B8%80%E8%A6%A7.xlsx
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https://docs.google.com/spreadsheets/d/1oNjykAjC2uvTV0KdUHflOwOq0Y7tMSqc10GivORNFMc/edit?usp=sharing
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/record/605/files/%E5%85%88%E8%A1%8C%E7%A7%BB%E8%A1%8C_%E5%AF%BE%E8%B1%A1%E6%A9%9F%E9%96%A2%E4%B8%80%E8%A6%A7.xlsx
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v. システム連携による登録データの送信

ハーベスト処理結果の確認編



v. システム連携による登録データの送信（ハーベスト処理結果の確認）
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v. システム連携による登録データの送信（ハーベスト処理結果の確認）

削除件数
削除情報を出力していた件数

≠削除した件数
なので要注意

今回のハーベストで
対象となった件数
登録件数＋更新件数＋
削除件数＋レコードエラー

http://hdl.handle.net/xxxx/xxxxxxxxxx

https://xxxxxxx.repo.nii.ac.jp/oai?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_1.0&identifier=oai:xxxxxxx.repo.nii.ac.jp:xxxxxxxx

DOIを付与して登録したアイテムがレコードエラーに
なった場合、該当URLにDOIが表示されるが有効化

前なのでアクセスしてもNotFoundとなる。
その場合は、その下のOAI-PMHのURLから識別子
欄を確認するとアイテムのURL（やHDL）がわかる

レコードエラーの
詳細

レコードエラーだけメールの
本文に詳細が記載される

72

第4回JPCOAR Webinar「IRDB-カラクリと役割：どこから・どこへ・どのように」
ハーベストの概略とIRDBの基本的な活用
https://doi.org/10.34477/0002000349

https://doi.org/10.34477/0002000349


v. システム連携による登録データの送信（ハーベスト処理結果の確認）

●エラー/ワーニングになったアイテムの再ハーベストについて

ハーベスト対象になるアイテムは、
新規登録/最終更新日時が前回のハーベスト日時より新しいもの。

エラー/ワーニングになったアイテムでも、
修正が行われるまでは次回以降ハーベスト対象にならない。
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ハーベスト対象データ件数＝
登録件数＋更新件数＋削除件数

＋レコードエラー件数

レコードエラーは、
メール本文に直接記載されている

レコードエラー1件目

レコードエラー2件目

項目エラー・ワーニングは、
確認先URLからアクセスできる
IRDBのマイコンテンツから確認できる
（要ID・パスワード）

削除アイテムは、
IRDBの検索およびマイコンテンツを
利用し削除されているか確認できる

修正の優先度

高レコードエラー
↓
中項目エラー
↓
低ワーニング

v. システム連携による登録データの送信（ハーベスト処理結果の確認）

1．ハーベスト処理結果通知メールを確認

74
第4回JPCOAR Webinar「IRDB-カラクリと役割：どこから・どこへ・どのように」
ハーベストエラー解消の手順
https://doi.org/10.34477/0002000350

https://doi.org/10.34477/0002000350


1日前の日付を入力する

（項目エラーを調べる場合）
「1」を入力し、「検索」実行する

ワーニングを調べたい場合は、
こちらに「1」を入力し、「検索」実行する

ハーベスト処理結果通知メールの項目エラー件数（99件）と
IRDBマイコンテンツで検索した結果（32件）が異なっているように
見えるのは、
・前者は項目エラーの箇所の総数
・後者は項目エラーになっているアイテムの総数
を表示しているから
検索結果として表示された一覧の項目エラー件数を全て足すと
処理結果通知メールの件数と同数になる

ちなみに今回エラーが多くなった原因は、
インデックスの更新を行ったことで、紐づいて
いたアイテムのdatestampが更新されたことに
より、移行時にエラーになっていたアイテムが

再ハーベストされたため

v. システム連携による登録データの送信（ハーベスト処理結果の確認）

2．学術機関リポジトリデータベース（IRDB）サイトにログインし、
マイコンテンツにて項目エラーとワーニングの詳細を取得
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① からCSVファイルを取得するか、

検索結果一覧を全選択してコピー後、Excelに貼り付ける

筑波大学では、
検索結果一覧を全選択してコピー後、
Excelに貼り付ける方法で行っています。
（作業工数が少なく楽なので）

v. システム連携による登録データの送信（ハーベスト処理結果の確認）

3．取得したデータをExcelに貼付け、グルーピングする

76



「該当アイテムのURL」からアイテム詳細画面にアクセスし、

雑誌名や著者名で共通する部分がないか確認

⇒共通する部分があれば一括修正ができる！

今回のハーベストはエラーが多かったため
雑誌名を追記し、グルーピングを行いました

v. システム連携による登録データの送信（ハーベスト処理結果の確認）

4．グルーピング（件数が多い場合のみ）

77
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v. システム連携による登録データの送信

IRDB検索編



v. システム連携による登録データの送信（IRDB 検索）

個別のアイテムのハーベスト状況の確認

https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/records/2009108

IRDBのマイコンテンツからは
個別のアイテムの状態の詳細を
確認することもできます

2023/12/07の18：09にハーベストされた、DOIを付与したアイテムで、エラーなく収集された。
OAI連携先種別に記載されているように、今後JaLC・CiNii・IRDBに連携され検索できるようになる予定である
ことがわかる。
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v. システム連携による登録データの送信（IRDB 検索）

削除アイテムの確認方法

https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/records/2005735

個別登録し、ハーベストがされた後、
ハンドルIDが付与されていなかった
ことに気づき、空更新やインポートに
よる更新を試したが解消されなかった
ため、別途新たに登録し直したところ、
そちらにはハンドルIDが付与された
ので、削除することにしたアイテム

IRDBの検索機能でも、登録し直したアイテムのみが表示されている
⇒IRDBから削除されたので、リポジトリからも削除してOK

一度でもハーベストされた
アイテムを削除したい場合は、
リポジトリ上で削除する前に
削除情報をハーベストさせる
必要があります

ハーベスト処理結果通知メールで
削除件数に数値が記載されていれ
ば削除情報が伝わったことになる

IRDBの検索にてタイトルを入力するか、
マイコンテンツにてoai-idを検索し
本当に削除されたかを確認する
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vi. アイテムの修正や削除



レコードエラーで見かけたエラー①

・[タイトル] 言語が重複しています。 (en) 

⇒日本語タイトル、英語タイトルともに言語を誤って「en」と設定していた

・ [JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

⇒DOI付与論文の作成者姓名言語設定漏れ

・[作成者] 作成者が設定されていません。

⇒博論登録時に作成者を記入忘れ

修正優先度：高

修正優先度：高

修正優先度：高

vi. アイテムの修正や削除
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レコードエラーで見かけたエラー②

・ [博士論文] アクセス権にOpen access以外が設定されています。

⇒設定漏れ

・ [jalc] DOI付与済みのアイテムから、DOIが削除されています。

⇒DOIを取り下げしたアイテムのため

修正優先度：高

vi. アイテムの修正や削除

修正不可

83



項目エラーで見かけたエラー①

・[作成者姓名] 日本語が設定されていません。

⇒ja-Kanaを設定している作成者姓名がある際に、日本語姓名はあるが言語設定漏れ、

または、英語姓名とカナ姓名の2つのみが登録されている

・ [作成者姓名] 言語が重複しています (en)

⇒タイトル言語が重複するとレコードエラーになるが、作成者姓名が重複すると項目エラーに

・[日付] 日付種別が設定されていません。 (2022)

⇒「Issued」設定漏れ

修正優先度：中

修正優先度：中

修正優先度：中

vi. アイテムの修正や削除
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項目エラーで見かけたエラー②

・ [関連情報] prefixの形式が不正です。

⇒URLに余計な文字が入っている

修正優先度：中

vi. アイテムの修正や削除
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ワーニングで見かけるエラー①

・ [タイトル] タイトルと言語が一致していません。 (jpn->---)

⇒ タイトル言語が未設定の際にも出てくるエラー

・ [タイトル] 言語が未設定です。

⇒タイトル言語設定漏れ

・[作成者姓名] 言語が未設定です。

⇒作成者姓名言語設定漏れ

修正優先度：低

修正優先度：低

修正優先度：低

vi. アイテムの修正や削除
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ワーニングで見かけるエラー②

・ [出版タイプ] 出版タイプに値が設定されていません。

⇒学術雑誌論文において、出版タイプ（AO,AM,VoR）設定漏れ

・ [収録物識別子] 識別子にISSNが設定されています。

⇒PISSNやEISSNでなくISSNになっている

・[博士論文] 本文URL(全文)がないため、博士論文提出チェックは実行されませんでした。

⇒やむを得ない事由により本文(fulltext)でなく要約(summary)を登録した場合に発生のため

修正優先度：低

修正優先度：低

vi. アイテムの修正や削除

修正不要
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おまけコンテンツ



おまけコンテンツ

• PDFについて
• 文字のPDFと画像のPDFの区別

• プロパティとは

• OCR

• 分割・結合・整理

• トリミング・墨消し・編集

• WEKO3利用機関向け：障害では？と思った時どうすればいいのか
• 障害報告のためにどのような情報が必要か

• ML投稿前に確認すべきところ

89
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PDFについて



文字のPDFと画像のPDFの区別

• Adobe Acrobat Pro（製品版で無償のAdobe Readerではない）を
使って開き、ファイルメニューの、文書のプロパティ＞フォントを
開いた際に、フォント名が表示された場合は、テキスト付PDF

• PDFファイルの文字をドラッグして選択してコピーでき、
メモ帳などのテキストエディタにペーストできれば、
テキスト付PDF

• 画像のPDFはデータが重い（データ量が多い）傾向にある
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PDFプロパティの確認

• ファイル＞文書のプロパティは確認したことはありますか？

→まれに著者ではない別人が作成者になっていることや、
作成者欄にメールアドレスなどの個人情報が含まれている場合が
あります。

特に博士論文はその傾向が強いので要注意。

また、Word原稿で著者版原稿を受領後、リポジトリ担当者が
PDF化する際にも要注意
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PDF編集(OCR処理)

• Adobe Acrobat ProやOCRソフトを使うと、画像のPDFをスキャンして
テキスト付PDFに変換することができます。

例）

https://helpx.adobe.com/jp/acrobat/using/scan-documents-pdf.html

93

PDF編集（分割、結合）

• Adobe Acrobat ProでPDFを分割、結合等する方法
例）

https://helpx.adobe.com/jp/acrobat/using/manipulating-deleting-
renumbering-pdf-pages.html

https://helpx.adobe.com/jp/acrobat/using/scan-documents-pdf.html
https://helpx.adobe.com/jp/acrobat/using/manipulating-deleting-renumbering-pdf-pages.html


PDF編集（墨消し、トリミング）

• 墨消し
https://helpx.adobe.com/jp/acrobat/using/removing-sensitive-content-
pdfs.html

• 墨消しをやめて復元する
https://www.adobe.com/jp/acrobat/hub/how-to-remove-redactions-
pdf.html

• トリミング
https://helpx.adobe.com/jp/acrobat/using/crop-pdf-pages.html
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https://helpx.adobe.com/jp/acrobat/using/removing-sensitive-content-pdfs.html
https://www.adobe.com/jp/acrobat/hub/how-to-remove-redactions-pdf.html
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WEKO3利用機関向け

障害では？と思った時どうすればいいのか



WEKO3利用機関向け：障害では？と思った時どうすればいいのか

【誤解】
システムベンダーは、自由に障害が起きている機関の環境に入って、
障害の原因を確認したり、障害の解除ができる
ログも簡単に見つけることができる

【事実】
各機関の環境に入るには煩雑な手続きが必要
システムベンダー側が持っている仮想環境で再現できる障害であれば
障害復旧は早い
具体的な日時がないと、ログを調べるのはとても大変な作業
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WEKO3利用機関向け：障害では？と思った時どうすればいいのか

では、担当者はどうすればいいのか？

• エラーが起こった時の日時を控える
何年何時何分（何秒）
細かければ細かいほど、システムベンダーがログを調べやすい

• エラー画面のスクショを撮る
システムベンダーが目で見て実際のエラー画面を把握できる
言葉で伝えるのであれば、エラーメッセージを勝手に言い変えない

• 障害が起こるに至った際に行った作業を書き出す
どんな作業を行ったら、そのエラーが起こったのか
詳しければ詳しいほど、システムベンダー側の仮想環境で再現できるか試せる
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WEKO3利用機関向け：障害では？と思った時どうすればいいのか

• 過去に同様の事例はないか
• MLやMLアーカイブを確認する

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1bIcztunJoQ6Wjq0hXGvCgbEpt4vl8kB1P33M
6Za_Re8/edit?usp=sharing

• リリースノートを確認する
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?pageId=63875565

• 非公式まとめを確認する
https://wiki.code4lib.jp/wiki/JAIRO_Cloud
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障害報告を行うときに投稿テンプレートを守っていますか？

投稿例を確認していますか？
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/155

【メール件名】【質問 or 障害 or 要望】アイテム詳細画面のエラーについて（JPCOAR大学）

【メール本文】

発生日時*

発生環境*（ブラウザ・OS）

質問内容*

状況確認手順 （現象の再現手順（どの画面やデータで、何を、どのように操作すると発生するのか））

確認済み事項*

質問関連URL （特にアイテム関連の場合はアイテムのURLをお知らせください）

自機関リポジトリURL*

ドキュメント関連箇所（WEKO３関連マニュアル等の該当箇所の章節番号など）

ファイル添付（該当画面など）

*マークがついている項目は入力必須項目です。
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WEKO3利用機関向け：障害では？と思った時どうすればいいのか

JAIRO Cloud事務局からの返信が不要であれば、
投稿テンプレートを守らずにMLを使用することができます。

障害報告が行われている「JPCOAR JAIRO Cloud Community ML」は
JAIRO Cloudのユーザーサポートだけでなく、「相互協力」用のML
でもあります。

障害かどうか迷ったら、
MLで「コミュニティの皆様」宛てに質問してみましょう！
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